
シカの「落ち穂拾い」とは、サルが木の上でえさを食べるときに落ちる葉や花を、木の下に集まったシカが食べる行動のこと。

「落ち穂拾い」は３月から５月に欠けての春に集

中している。

シカ本来のえさであるイネ科の草の供給量は冬

から春にかけて減少する。

シカは食物の乏しい冬の間に体脂肪を消費する

ため、３月ごろは体重が非常に軽い。
食物が乏しく栄養状態が悪い

時期に、自力では獲得が難し

い、しかも栄養価の高い食物

をサルがたくさん落としてく

れるから。

シカ本来の食物よりも「落ち穂拾い」で食べる食

物のほうが、含まれているエネルギー量が多い。
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